
一般質問

平成２６年（２０１４年）１１月２日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
  

立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
交
通 

政
策
基
本
法
の
成
立
と
地
域
公
共
交

通
の
活
性
化
・
再
生
法
の
改
正
に
よ

り
交
通
政
策
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　

渦
栄
町
ル
ー
ト
等
に
お
い
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー
の
駅
と
駅
を
結

ぶ
ル
ー
ト
の
検
討
は
。

市
長　

臼
地
域
公
共
交
通
の
担
い
手

は
主
に
交
通
関
連
事
業
者
だ
が
、
今

後
は
国
や
地
方
公
共
団
体
、
交
通
関

連
事
業
者
等
が
連
携
、
協
力
し
、
地

域
公
共
交
通
の
推
進
を
図
る
仕
組
み

が
形
成
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
地
域
と
最
寄
り
駅
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
利
便
性
の
向
上

に
資
す
る
と
の
結
論
か
ら
、
現
行
の

運
行
ル
ー
ト
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

 
常
松
大
介
議
員
（
フ
ォ
）　

政
策
イ 

ン
デ
ッ
ク
ス
に
自
転
車
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
す
と
あ
る
が
、
進
捗
状
況
は
。

市
長　

市
内
の
自
転
車
が
関
与
す
る

交
通
人
身
事
故
の
発
生
件
数
は
平
成

　

年
以
降
毎
年　

件
前
後
で
推
移
し

１９

４５０

て
い
た
が
、　

年
が　

件
、
昨
年
が

２４

３７１

　

件
、
本
年
７
月
末
の
累
計
が　

件

２８６

１２５

で
前
年
同
月
比　
件
の
減
少
と
な
り
、

３５

近
年
急
激
に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い

る
。
市
の
事
業
や
関
係
機
関
等
の
啓

発
活
動
に
よ
り
自
転
車
の
安
全
利
用

に
関
す
る
意
識
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
自
転

道 路
交 通

行
政
の
役
割
を
定
め
た
地
域
公
共
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
る
べ
き
だ

政
策
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
「
自
転
車
事
故

ゼ
ロ
作
戦
」
は
功
を
奏
し
て
い
る
か

車
利
用
者
の
さ
ら
な
る
交
通
安
全
意

識
向
上
に
向
け
創
意
工
夫
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
鷹 

の
台
Ｂ
地
域
に
、
に
じ
バ
ス
・
コ
ミ

タ
ク
を
走
ら
せ
る
会
と
今
後
の
市
の

か
か
わ
り
方
は
。

　

渦
小
平
南
西
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
タ
ク
シ
ー
を
考
え
る
会
を
立
ち
上

げ
る
た
め
に
必
要
な
今
後
の
手
順
は
。

市
長　

臼
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
等
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
を
説
明
す
る

な
ど
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　

渦
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
運
行
し

て
い
く
と
い
う
機
運
を
地
域
全
体
に

広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
安

全
性
等
の
確
保
の
た
め
に
玉
川
上
水

北
側
に
緑
道
の
新
設
が
必
要
と
考
え

る
が
市
の
考
え
は
。

　

渦
玉
川
上
水
南
側
緑
道
の
ス
ロ
ー

プ
部
分
は
巨
木
の
切
り
株
等
が
突
き

出
て
お
り
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
早

急
に
整
備
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
都
の
所
有
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
整
備
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長　

渦
管
理
者
で
あ
る
都
か
ら
、

対
応
方
法
を
検
討
中
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
速

や
か
な
対
応
を
要
望
し
て
い
る
。

 
吉
池
た
か
ゆ
き
議
員（
み
な
）　

臼
喜

平
橋
西
側
の
歩
道
部
分
の
危
険
箇
所

に
つ
い
て
解
決
策
が
打
ち
出
さ
れ
な

に
じ
バ
ス
に
乗
り
た
い
と
い
う
市
民

の
思
い
を
ど
う
受
け
と
め
ま
す
か

八
左
衛
門
橋
か
ら
桜
橋
の
間
の

玉
川
上
水
緑
道
の
新
設
、整
備
に
つ
い
て

喜

平

橋

西

側

へ

の

人
道
橋
設
置
に
つ
い
て

い
の
は
な
ぜ
か
。

　

渦
危
険
性
を
排
除
す
る
た
め
人
道

橋
を
設
置
す
べ
き
だ
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

臼
都
の
喜
平
橋
周
辺
の
整
備

事
業
の
中
で
、
西
側
の
歩
道
部
分
の

拡
幅
も
要
望
し
て
い
る
が
、
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
玉
川
上
水
の
現
状

変
更
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
拡
幅
は
難

し
い
状
況
と
聞
い
て
い
る
。

　

渦
今
後
も
都
に
西
側
歩
道
の
拡
幅

を
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
喜
平
橋

は
東
側
の
歩
道
が
広
く
安
全
な
た
め
、

そ
ち
ら
へ
歩
行
者
等
を
誘
導
す
る
対

策
を
都
と
検
討
し
て
い
く
。

  
橋
本
久
雄
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
３
市 

共
同
資
源
化
施
設
が
つ
く
ら
れ
た
場

合
に
資
源
化
は
ど
の
程
度
進
む
の
か
。

　

渦
焼
却
処
理
施
設
建
設
計
画
は
ど

の
よ
う
な
市
民
参
加
を
考
え
る
か
。

市
長　

臼
３
市
共
同
資
源
化
事
業
基

本
構
想
案
の
中
で
は
、
小
平
市
分
と

環 境
下水道

ご
み
の
中
間
処
理
施
設
の
新
設
、

更
新
に
は
市
民
参
加
が
必
須
で
す

し
て
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
年
間
で
１
千　

㌧
ほ
ど
の
資

６００

源
化
量
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

渦
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生
組
合

か
ら
は
平
成　

年
度
か
ら
設
置
し
て

１０

い
る
４
団
体
と
地
域
住
民
の
代
表
で

構
成
す
る
連
絡
協
議
会
と
の
協
議
か

ら
始
め
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

 
岩
本
博
子
議
員
（
生
ネ
）　

臼
雨
水 

利
用
の
環
境
効
果
と
経
済
性
に
つ
い

て
市
の
見
解
は
。

　

渦
公
共
施
設
の
雨
水
利
用
状
況
は
。

市
長　

臼
健
全
な
水
循
環
を
構
築
し
、

河
川
の
氾
濫
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

な
ど
が
環
境
効
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。
経
済
面
で
は
、
下
水
道
管
へ
の

流
入
の
減
少
に
よ
り
下
水
道
処
理
費

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
現
在
、
小
・
中
学
校
や
地
域
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
等
の
合
計　

施
設

２２

で
、
雨
水
を
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
や
植

栽
へ
の
散
水
に
利
用
し
て
い
る
。

 
村
松
ま
さ
み
議
員
（
虹
ひ
）　

臼
７ 

月
６
日
の
飛
来
情
報
を
把
握
し
て
い

た
か
。

　

渦
飛
来
情
報
に
関
し
て
市
民
へ
情

報
提
供
は
し
た
か
。

市
長　

臼
北
関
東
防
衛
局
か
ら
横
田

基
地
周
辺
５
市
１
町
で
構
成
す
る
連

絡
会
へ
情
報
提
供
が
さ
れ
た
と
聞
い

て
い
る
。
構
成
市
で
は
な
い
小
平
市

で
は
事
前
把
握
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

渦
事
前
に
飛
来
情
報
を
把
握
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
民
へ
の

情
報
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。
市
が

加
盟
し
て
い
る
連
絡
会
等
の
機
会
を

捉
え
、
情
報
の
共
有
に
努
め
て
い
く
。

雨
水
利
用
推
進
法
と
水
循
環
基
本
法
に

基
づ
く
積
極
的
な
施
策
を

横
田
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ

Ｍ

Ｖ

―　

に

関

し

て

２２

 
磯
山　

亮
議
員
（
政
和
）　

臼
法
令 

に
よ
り
耐
震
対
策
が
必
要
と
さ
れ
る

特
定
天
井
に
つ
い
て
、
市
立
学
校
体

育
館
で
該
当
す
る
も
の
は
あ
る
か
。

　

渦
市
立
学
校
の
体
育
館
の
照
明
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
費
用
対
効
果
の

再
検
討
は
し
た
か
。

教
育
長　

臼
小
平
第
六
小
学
校
の
体

育
館
の
つ
り
天
井
が
該
当
す
る
。

　

渦
体
育
館
の
照
明
は
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
メ
タ
ル
ハ
ラ
イ
ド
灯
へ
の
改
修
を

進
め
て
お
り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

に
つ
い
て
の
再
検
討
は
し
て
い
な
い
。

  
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼
学
校 

施
設
の
老
朽
化
対
策
へ
の
考
え
は
。

　

渦
今
後
、　

年
間
で
小
・
中
学
校

３０

施
設
を
更
新
す
る
た
め
の
費
用
は
。

教
育
長　

臼
大
規
模
改
造
工
事
で
屋

上
防
水
や
外
壁
塗
装
等
の
予
防
保
全

を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
大
規
模
改

造
工
事
と
施
設
修
繕
を
効
果
的
に
実

施
し
て
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　

渦
今
後　

年
間
に
耐
用
年
数
を
迎

３０

え
る
学
校
施
設
は
校
舎
と
体
育
館
の

　

施
設
で
、
建
て
か
え
費
用
は
現
時

５１点
で
約　

億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

５８８

  

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
市
の 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
の

環
境
、防
災
、コ
ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
を

公共
　施設

学
校
施
設
の
老
朽
化
問
題
と

施
設
の
課
題
に
つ
い
て

公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

取
り
組
み
状
況
は
。

　

渦
総
合
管
理
計
画
の
策
定
段
階
で

の
大
学
連
携
や
外
部
へ
の
業
務
委
託

に
対
す
る
考
え
方
は
。

市
長　

臼
財
政
負
担
の
軽
減
や
公
共

施
設
等
の
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る

た
め
の
計
画
と
し
て
、
国
の
要
請
を

受
け
、
関
係
部
署
で
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
、
対
応
を
検
討
中
で
あ
る
。

　

渦
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

市
と
し
て
計
画
策
定
を
検
討
す
る
中

で
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

 
佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）　

公
共
施 

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調

査
の
位
置
づ
け
は
。

市
長　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
既
に

耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら

建
て
か
え
を
検
討
し
て
お
り
、
手
法

の
一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
活
用

の
可
能
性
を
本
年
度
調
査
し
て
い
る
。

一
方
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

本
年
度
、
仮
称
公
共
施
設
白
書
を
発

行
後
、
基
本
的
な
方
針
等
を
策
定
予

定
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
は
全
体
の

議
論
に
先
駆
け
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

   

川　

浩
議
員
（
公
明
）　

臼
定
期 

予
防
接
種
と
な
る
水
痘
と
成
人
用
肺

炎
球
菌
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
一
人
当
た

り
の
自
己
負
担
額
の
見
込
み
は
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
等
公
共
施
設

へ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
つ
い
て

医 療
健 康

水
痘
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
等
、

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

　

渦
お
た
ふ
く
風
邪
、
Ｂ
型
肝
炎
、

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
に
向
け
た
国
の
動
向
は
。

市
長　

臼
水
痘
ワ
ク
チ
ン
は
無
償
と

し
、
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
は
接
種
費
用
の
約
半
分
を
市

が
助
成
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　

渦
国
の
予
防
接
種
部
会
に
お
い
て

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点

で
は
定
期
接
種
化
の
予
定
は
な
い
。

 
末
廣　

進
議
員
（
共
産
）　

臼
市
が 

前
立
腺
が
ん
検
診
を
実
施
で
き
な
い

理
由
に
つ
い
て
説
明
を
。　

　

渦
市
民
の
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
を
実
施
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長　

臼
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
数
値
が
高
く
て

も
前
立
腺
が
ん
で
は
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
か
え
っ
て
不
利
益
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
集
団
が
対

象
の
対
策
型
検
診
と
し
て
は
勧
め
ら

れ
な
い
と
の
国
の
報
告
書
が
あ
る
。

　

渦
集
団
検
診
と
し
て
で
は
な
く
、

任
意
型
検
診
と
し
て
支
援
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
今
後
、
研
究
し
て
い
く
。

 
山
岸
真
知
子
議
員
（
公
明
）　

臼
市 

内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
把
握
し
周
知
す
る
こ

と
は
市
の
責
務
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

渦
市
内
小
・
中
学
校
の
設
置
場
所

と
教
員
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
受
講
状
況
は
。

市
長　

臼
市
の
施
設
に
は　

台
設
置

９４

し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
設
置

場
所
を
掲
載
し
て
い
る
。
市
の
施
設

以
外
は
関
連
リ
ン
ク
先
に
日
本
救
急

医
療
財
団
を
載
せ
て
周
知
し
て
い
る
。

教
育
長　

渦
各
校
の
事
務
室
に
設
置

し
て
お
り
、
知
識
と
操
作
技
術
を
身

に
つ
け
る
た
め
消
防
署
の
普
通
救
命

本
人
の
希
望
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
実
施

し
、
前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
を

命
を
守
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
促
進
と

効
率
的
な
活
用
の
た
め
に

講
習
を
３
年
の
間
に
ほ
ぼ
全
員
が
受

講
し
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

臼 
ス 
マ 
※

ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
総
合
特
区

へ
の
見
解
は
。

　

渦
歩
く
こ
と
を
中
心
と
し
た
健
康

都
市
の
実
現
に
は
都
市
の
集
約
化
や

公
共
交
通
の
整
備
等
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ

り
、
市
の
健
康
づ
く
り
の
参
考
に
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
誰
も
が
健
康
で
活
動
し
や
す
く

快
適
に
暮
ら
せ
る
町
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
鉄
道
駅
を

中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
な
ど
に
よ
る
地

域
公
共
交
通
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

※
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
と
は

　

個
々
人
が
健
康
か
つ
生
き
が
い
を

持
ち
、
安
心
安
全
で
豊
か
な
生
活
を

送
れ
る
こ
と
を
健
幸
と
定
義
し
、
地

域
住
民
が
そ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
で
健

幸
に
な
れ
る
町
の
こ
と
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

臼
国
民 

健
康
保
険
の
加
入
世
帯
数
と
国
民
健

康
保
険
税
の
滞
納
世
帯
数
は
。

　

渦
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式

の
変
更
に
伴
い
増
税
と
な
る
世
帯
へ

の
軽
減
策
を
検
討
し
て
い
る
か
。

市
長　

臼
本
年
３
月
末
時
点
で
２
万

８
千
８
百　

世
帯
、加
入
割
合
は　
・

６９

３３

６
％
で
あ
り
、
滞
納
世
帯
数
は
本
年

５
月
末
時
点
で
５
千　
世
帯
で
あ
る
。

９７

　

渦
同
じ
時
期
に
実
施
し
た
低
所
得

者
の
軽
減
拡
充
に
よ
り
、
多
く
の
世

帯
で
負
担
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
課
税
の
公
平
性
等
を
考
慮
し
、
現

行
の
賦
課
方
式
を
維
持
し
て
い
く
。

歩
い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

 
健  
幸 
都
市
こ
だ
い
ら
を
つ
く
ろ
う

け
ん 
こ
う

支
払
い
の
限
界
を
超
え
た
国
民
健
康

保
険
税
は
一
層
の
軽
減
策
を
図
れ

滑
喜
平
橋
西
側
の
歩
道


